
継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 5301
個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を推進
する体制づくり

評価責任者・役職名 教育委員会　教育次長　伊室　春利

名称 連絡先

政策名等
将来を支える子どもたちが充実した教育を受けら
れるまちづくり

450100
教育委員会教育総務
課

0595-47-1280

再生
の

視点
（何を、
どうす
る）

施策
の

方向

ます。

ための学習機会への参加を促進します。

一人ひとりが確かな人生観を持ち、心豊かで健やかに成長する教育を推進します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

小学校 95
中学校 80将来の夢や目標を持っている児童

生徒の割合（％）

全国学力･学習状況調査(児童生徒
質問紙)における「当てはまる」「どち
らかといえば当てはまる」割合（小学
校は6年生、中学校は3年生）

小学校 90.3
中学校 72.2

小学校 95
中学校 80

小学校 100
中学校 100

小学校 87.9
中学校 73.2

53

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と

具体
的な
取組

　授業改善に取り組むとともに、家庭・地域との連携、協力をよ
りすすめます。

【特色ある学校教育推進事業】
＊予算計上等の見直しを行い、２７年度から「学校（園）マニフェ
スト推進事業」として再スタートします。
＊児童・生徒の学力、人権、キャリア教育の推進を図っていき
ます。

前年
度の
取組
内容

と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
　「学力向上プロジェクト委員会」を開催し、各学校において、
「授業改善」「安心して学べる環境づくり」に取り組むことができ
ました。
　引き続き、各学校において授業改善や子どもが安心して学べ
る環境づくりに取り組み、子どもたちの学力を向上させていくこ
とが必要です。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
【特色ある学校教育推進事業】
＊　特色ある学校教育推進事業と学力向上推進事業におい
て、各学校の「授業改善」「安心して学べる環境づくり」を図りま
した。
＊２６年度で「家庭学習の手引き」の内容を見直しを行い、家
庭・地域にも協力を求めました。
＊伊賀市が独自に実施した標準学力検査の結果によれば、児
童生徒の学力状況は全国とほぼ同じでしたが、全国学力学習
状況調査では、全国をやや下回る結果となりました。このため、
基礎基本を徹底して見につけさせるとともに活用力を身につけ
させるよう、授業改善を継続的に行う必要があります。
＊伊賀市における児童生徒の学力状況を分析し、学力向上に
向けた適切な施策の検討を行いました。
【特別支援教育充実事業】
＊特別に支援を要する児童生徒が増加し、保護者の要望も多
様化する中、「個別の支援計画」等適切に行い、一人ひとりの
ニーズに応じた支援体制を充実しました。
【不登校児童生徒支援事業】
＊ふれあい教室において、不登校児童生徒及び保護者・教育
関係者との教育相談を実施し、関係機関との連携により、学校
復帰に向けた支援を行いました。



(続紙) 施策 5301 個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を推進する体制づくり

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

05

02 →

04 3 →

06

28,865

事務局管理経費(01-10-01-
02-403-01)

学校（園）マニフェスト推進事
業(01-10-01-03-408-82)

11,412

01 → 4,072

03 新規 0

教育委員会に関する経費

教育委員会事務局に関する経費

児童生徒の「生きる力」の育成に向け、市内の小中学校がそれぞれに自校の課
題を把握し、地域の特色を考慮した「特色ある学校づくり」に取り組む。

4,129

27
重
点

事務事業名

委員会管理経費(01-10-01-
01-402-01)

H26
決算見

込

H27
予算

事業概要

1

28,833

13,101 15,577

5,308 5,422

0

→ 910

皆減

880

→ 12,551 13,261

10,685

9,105

4,705
人権同和教育推進事業(01-
10-01-03-408-57)

10 → 2,803 2,491
学力向上推進事業(01-10-
01-03-408-58)

→ 5,670
各学校（園）における、人権・同和教育の実践。
市立幼稚園、小中学校全教職員で学校人権・同和教育部会を組織し、人権・同
和教育の研究及び推進を実施する。

集団基準準拠検査（標準学力検査）を実施、結果の分析、伊賀市学力向上プロ
ジェクト委員会の開催等を行う。

09

67,178

12 皆減 358

11 2 →

0

2
特別支援教育充実事業(01-
10-01-03-408-59)

開かれた学校推進事業(01-
10-01-03-408-60)

59,652
ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症を含めた障がいのある児童生徒の個々のニーズに
あった支援教育を行う。

学校運営協議会を組織し、地域に開かれた学校づくりを推進する。全学校(園）に
おいて、学校関係者評価を実施し、学校運営の質的改善を図る。

1,960

14 → 3,900 30,400

生徒指導推進事業(01-10-
01-03-408-61)

教職員研究研修経費(01-
10-01-03-409-51)

→13 1,959
学級満足度調査(Ｑ-U調査)を実施するとともに、教育相談員等と連携しながら問
題行動の早期発見・早期の対応や未然防止に取り組む。

市内小中学校教職員、幼稚園教職員の指導力向上に向け、研修・研究会を実
施。平成２７年度は小学校教科書の全面改訂による、教科書・指導書の購入に
係る経費を見込む。

10,79615 →
伊賀市教育研究センター管
理運営経費(01-10-01-04-
414-01)

教職員の研修・調査研究、教育相談などの拠点である伊賀市教育研究センター
の運営及び施設の維持管理を行う。

161,246 194,737構成事務事業　合計

市内小中学校において、学力の向上及び人権・同和教育の充実キャリア教育の
推進、特色ある学校作りを図る。

07

08 1

→

不登校児童生徒に適応指導活動や、児童生徒及び保護者との教育相談活動を
実施し、改善を図る。実態把握や教育相談に関わる教職員研修を実施し、不登
校を生みにくい指導体制を構築する。

全中学校にALT（英語指導助手）を派遣し、英語科をはじめ各学校の教育活動に
参画し、英語教育及び国際理解教育の充実を図る。また、全小学校にALT(英語
指導助手）を派遣し、TT(チームティーチング）による外国語活動を支援する。

中学校での職場体験活動を促進するとともに、各学校段階に応じた教育課程の
あり方を示す。

　日本語指導補助員や初期適応指導協力員等を派遣し、外国人児童生徒に対
する適応指導や日本語指導の充実を図る。日本語で学ぶ力の習得を支援すると
ともに、進路選択を支援するために進路ガイダンスを開催する。

英語指導助手招へい経費
(01-10-01-03-408-53)

キャリア教育推進事業(01-
10-01-03-408-54)

外国人児童生徒支援事業
(01-10-01-03-408-55)

特色ある学校教育推進事業
(01-10-01-03-408-56)

3
不登校児童生徒支援事業
(01-10-01-03-408-52)



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 5302 望ましい学校教育環境を提供する体制づくり 評価責任者・役職名 教育委員会　教育次長　伊室　春利

名称 連絡先

政策名等
将来を支える子どもたちが充実した教育を受けら
れるまちづくり

450100
教育委員会教育総務
課

0595-47-1280

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

安心・安全で快適な学習環境を推進するため、教育環境の充実を図ります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

93.4
校舎及び屋内運動場の耐震化率
（％）

耐震性が確保されている棟数の割
合

88.4
96.7 100.0

94.1

53

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

安心安全な学校施設の確保を図るため、耐震補強工事等を実
施します。
良好な学習環境の充実を図るため、施設改修や空調設備工事
等を行います。
スクールバス路線の増加に伴い、行政バス等の連携を図って
いきます。

【学校施設耐震補強改修事業】
＊西柘植小学校校舎棟耐震補強工事及び崇広中学校屋内運
動場耐震補強工事業務を行い、学校施設の安心安全な環境
の促進を図っていきます。

【小学校給食のあり方】
＊早々に検討委員会としての意見を「提言」としてまとめて、小
学校給食センターの整備に向けた検討を行っていきます。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・　学校施設の安心･安全で快適な学習環境整備を行うため、
河合小学校改築工事、大山田中学校屋内運動場、崇広中学校
屋内運動場、西柘植小学校の耐震補強設計を実施しました。
・　耐震化事業については、文部科学省からも早急な対応を求
められており、計画的な耐震補強工事とあわせ非構造部材の
対策を行う必要があります。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
＊西柘植小学校校舎棟耐震補強工事、崇広中学校屋内運動
場耐震補強工事の工事設計業務を行いました。
＊耐震化事業については、文部科学省からも対応を求められ
ており、早急な完了をめざさなければなりません。
（残施設：崇広中学校校舎１棟、緑ヶ丘中学校校舎棟２棟、河
合小学校北校舎１棟）

＊小学校給食施設の老朽化、正規調理員の減少、衛生基準の
遵守等の課題があり、「小学校給食のあり方検討委員会」を立
ち上げ、４回開催し、検討を行いました。
＊スクールバスの運行については、地域合意を図り、既存バス
路線を有効に活用し、国の新基準により対応を行いました。



(続紙) 施策 5302 望ましい学校教育環境を提供する体制づくり

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

05

02 皆減

04 →

06

23,022

療育学級経費(01-10-02-
01-415-04)

奨学金等支給経費(01-10-
01-02-404-51)

0

0

0

689,769

01 → 66,360

03 2 ↑ 10,570

臨時給食調理員等の雇用に関する経費

療育学級の学習環境整備

社会に貢献する人材を育成するため、各種奨学金を支給する。

66,056

27
重
点

事務事業名

代替職員等雇用経費(01-
10-01-02-403-51)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

2

26,330

0 0

12,980 13,005

61,682

↑ 26,452

↓

27,431

→ 19,490 19,323

65,545

12,708

51,058
施設改修事業(01-10-02-
01-418-51)

10 新規 0 22,458
施設改修事業(01-10-02-
01-418-51)

↓ 58,424依那古小と神戸小の普通教室等に空調設備を整備する。

（平成27年度補正予算）

09

7,323

12 1 皆減 3,413

11 ↑

0

施設改修事業(01-10-03-
01-418-51)

学校施設耐震補強改修事業
(01-10-02-01-418-53)

2,349中学校施設の一般改修工事

西柘植小学校南校舎の耐震補強設計業務

30,6791

14 1 皆減 38,938 0

学校施設耐震補強改修事業
(01-10-02-01-418-53)

学校施設耐震補強改修事業
(01-10-03-01-418-53)

新規13 0（平成27年度補正予算）

崇広中屋内運動場耐震補強工事にかかる設計業務委託

229,146

16 3 ↑ 45,170

15 新規

159,452

1

3

学校施設耐震補強改修事業
(01-10-03-01-418-53)

スクールバス運転管理及び
維持経費(01-10-02-01-
415-02)

（平成27年度補正予算）

スクールバス運行に係る運転管理及び維持管理経費

2,372
私立幼稚園等補助金(01-
10-04-01-426-03)

17 3 ↑ 103,378 144,7563
スクールバス運転管理及び
維持経費(01-10-03-01-
415-02)

18 新規

スクールバス運行に係る運転管理及び維持管理経費

現在の預かり保育から、新制度施行により新規に実施する事業となる「一時預か
り事業(幼稚園型）」へ円滑に移行できるよう負担軽減を図る。

115

20 2 ↑ 35,445

19 新規

39,0632

学校（園）マニフェスト推進事
業(01-10-04-01-426-04)

就学奨励費(01-10-02-02-
637-01)

幼稚園が課題を把握し、地域の特色を考慮した「特色ある幼稚園づくり」に取り組
む。

義務教育がもれなく円滑に行えるように、経済的理由により就学が困難な児童の
保護者に対して学用品費及び給食費等を給付する。

1,236,218 1,608,298構成事務事業　合計

657,627
学校管理用備品整備事業
(01-10-03-01-417-01)　ほ
か

21 2 ↑ 34,913 37,7142
就学奨励費(01-10-03-02-
637-01)

22 ↓

義務教育がもれなく円滑に行えるように、経済的理由により就学が困難な生徒の
保護者に対して学用品費及び給食費等を給付する。

市内小学校の施設維持管理経費

07

08

↑

教職員住宅の維持管理にかかる経費（主にＨ２９年度までの割賦金）

学校保健安全法に基づく児童・生徒の検診や教職員の健康診断を実施し、健康
管理と健康増進を図る。

教育活動サポーターの配置・登下校安全サポート事業の委託・自転車通学用ヘ
ルメットの配付・「子どもＳＯＳの家」旗及び注意喚起看板等の購入により、児童
生徒の安全を確保する。

学校教育ネットワークシステムの維持管理経費

学校保健管理経費(01-10-
01-03-102-02)

教育振興一般経費(01-10-
01-03-408-51)

情報化教育推進経費(01-
10-01-03-413-01)

施設維持管理経費(01-10-
02-01-415-03)

教職員住宅維持管理経費
(01-10-01-02-405-01)



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 5303 適正な学校規模を推進する体制づくり 評価責任者・役職名 教育委員会　教育次長　伊室　春利

名称 連絡先

政策名等
将来を支える子どもたちが充実した教育を受けら
れるまちづくり

450100
教育委員会教育総務
課

0595-47-1280

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

適正な学校規模を実現するため、校区再編による学校統合を関係する地域の合意と参画により進めます。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

7
複式学級編成校数（校） 複式学級編制がある学校数 7

4 3

7

53

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

・　地域の合意形成を図り地域の実情に応じた学校統合を行い
ます。
・　合意の図れていない地域への説明を行い校区再編の推進
に取り組みます。

＊三訪小学校、成和東小学校、成和西小学校、阿山小学校の
４校の校区再編に伴う開校ができ、複式学級編成の解消が図
られました。
（平成２７年度から小学校数：２５校→２２校）
＊阿山地区小学校区の内、まず鞆田地域の合意を得るために
協議を行っています。
＊新居小学校と長田小学校の統合に向けた協議を行うため、
長田地区の理解が得られるよう進めていきます。
＊依那古小学校、神戸小学校、比自岐小学校の校区再編の組
織づくりの立ち上げを行っていきます。

＊成和東小学校（猪田小学校）及び成和西小学校（花之木小
学校）の施設改修工事を行います。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・　適正な学校規模と学習環境の充実を図るため、上野北部地
区小学校区、上野西部地区小学校区、阿山地区小学校区の校
区再編計画を推進しました。
・　これにより、花垣小学校、花之木小学校、猪田小学校、古山
小学校、三田小学校、丸柱小学校、河合小学校を廃校し、成和
西小学校、成和東小学校、三訪小学校、阿山小学校の４校を
開校することでまとまりました。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
＊猪田小学校と古山小学校、花之木小学校と花垣小学校、三
田小学校と丸柱小学校の内、諏訪地区の児童、河合小学校と
丸柱小学校の内、丸柱・音羽地区の児童の統合の承諾を得
て、開校に伴う校名、校章、校歌、通学手段等の協議を行いま
した。
＊成和東小学校となる猪田小学校及び成和西小学校となる花
之木小学校の施設改修に伴う工事設計業務委託を実施しまし
た。
＊阿山小学校となる旧河合小学校の改築工事及び、三訪小学
校となる旧三田小学校の改修工事を行いました。
＊新居小学校と長田小学校の学校統合に向けた調整を行いま
したが、長田地区の理解が得られていない状況です。
＊阿山地区小学校区の玉滝地区と鞆田地区の校区再編の協
議を行いましたが、玉滝地区と鞆田地区の理解が得られてい
ない状況です。
＊依那古小学校、神戸小学校、比自岐小学校の校区再編の組
織づくりを進めましたが、立ち上げには至っていません。



(続紙) 施策 5303 適正な学校規模を推進する体制づくり

構
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重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

05

02 2 皆減

04 皆減

06

0

三田小学校施設改修事業
(01-10-02-01-418-60)

河合小学校建設事業(01-
10-02-03-420-57)

01 3 皆減 11,564

03 1 皆減 692,455

27年４月に成和東小学校の統合校となる、旧猪田小学校校舎棟等の大規模改
修設計業務を行う。

27年４月に三諏訪小学校の統合校となる、旧三田小学校校舎棟等の施設の改
修を行なう。

現河合小学校南校舎の耐震度及びコンクリート強度が不足していたため、改築を
行う。また、阿山小学校統合校舎としてＨ２７年４月に開校する。

0

27
重
点

事務事業名

猪田小学校大規模改造事業
(01-10-02-01-418-58)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

224,284

47,187 0

8,113 0

新規 0 81,662

0

759,319 305,946構成事務事業　合計

新規

27年４月に成和西小学校の統合校となる、旧花之木小学校校舎棟等の改修工
事を行う。

（平成27年度補正予算）

（平成27年度補正予算）

成和東小学校大規模改造事
業(01-10-02-01-418-62)

成和西小学校施設改修事業
(01-10-02-01-418-63)

1

2

花之木小学校施設改修事業
(01-10-02-01-418-61)


